



























































































































































































































































もう一度、右の表に立ち戻ってみよう。卯の花とほととぎすの歌は、 「佐保の山辺」 （一四七七） 「雨間














るかも」 （巻五・八二二）と詠じたが、あの梅は、おそ く旅人官邸苑の梅であっただろうし、先の表 Ａ「わがやどの」に詠まれた三首の橘 花もおそらく「わが家
やど
の」庭に植えられていた橘であっ












































































































































































































































































「春の霞が流れるにつれて、青い柳の枝をくわえながら、鶯が鳴いていることよ。 」と、詠んでいる。春霞・青柳・鶯の取り合せは、春色流麗朧としてまことに絵画的 あ と共に題詠 でもある。青柳をくわえた鶯が霞の中を飛んで行って 姿を観察する等というのは、現実としてはまず不可能であろう。この歌の作者は、何かそうしたモチーフの絵画や意匠工芸等を目
にしたのであろうか。
澤瀉『注釈』は、佐佐木『選釋』に「鳥が枝をくはえるという着

































































































































































と記す。春に吹く大風、大雨というのは、物静かなるように詠むが本意というものである。 （花の本意と 桜の事であり、 ）時
ほととぎす
鳥がた

























































この道元 説明にこ 以上 私 言葉を補するのは、誠に蛇足と









































































































































































拙稿「日本人の美意識」 （ 「瞿麦 第二号一九九五・十）二七頁参照。

　
資料
1と
3は岩崎治子『日本の意匠事典』 （一九八四・五
　
岩崎美術
社）に拠る。

　
正倉院御物にみられる
咋さくちょうもん
鳥文
は、花枝をくわえた
花はなくいとりもん
喰鳥文
とリボンや
瓔ようらく
珞をくわえた含
がんじゅ
綬鳥文の二種類がある。

　『宮内庁蔵版正倉院の絵画』 （正倉院事務所編集一九六八・六
　
日本経
済新聞社）に拠る。

　『正倉院御物北倉』 （宮内庁蔵版
　
正倉院事務所編一九八七・十一刊
　
朝日新聞社）に拠る。

　
久保田淳「定家十二月」 （ 『日本人の美意識』所収一九九一・五
　
東大
出版会）一八六～一八七頁。

　
佐佐木信綱編『古来風軆抄（初撰本） 』 （日本歌学大系第二巻所収、一
九六二・一
　
風間書房）に拠る。三〇三～三五六頁。
　
なお、影印本財団法人冷泉家時雨亭文庫編者
　
冷泉家時雨亭叢書『古
来風躰抄』 （一九九二・十二
　
朝日新聞社）十三～二一七頁に照らし合
わせて異文なし。

　『至寶抄』紹巴（伊地知鉄男編『連歌論集下』一九五六・四
　
岩波文庫）
二三三～二三七頁。

　「春は花夏ほとゝぎす秋は月冬雪さえて
冷すず
しかりけり」のこの歌から、
万葉集から古今集、そして以後の勅撰集へと次第にその景物の範囲を縮小し、ついには一季一景物に至っている事が指摘し得る。

　
註⑴の書物。 「永平開山道元大和尚假名法語」所収。七九三頁。
（付記）
　
本稿は、一九九六年一月二十八日の美夫君志会例会（於中京大学） 「風
雅の美意識
―
巻八を中心にして
―
」と題した口頭発表およびその時
の配布資料を元に稿を成したものである。

（二〇〇九・二・十二記）
追記　
筆者の岩野圭子氏は、昨年一月急逝された。前兆も無く突然のことに、
― ―66
私どもも驚いたが、ご夫君の悲嘆は拝察に余る。ご夫君が持参された故人の遺稿を拝読して、学会誌への投稿を予定されていたことと忖度し 。すでに実績のある岩野さんの遺稿掲載を、専門時代を同じくされる平舘教授にお願いして、お受け頂けたことに心から感謝申し上げる。
（後藤祥子）
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